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１学期のまとめをしよう
子供たちが毎日一生懸命水をやってきた朝顔のつるが、ぐんぐん伸び

て、早くもつぼみができ始めました。さて、７月は、１学期のまとめの

月です。これまでの学習を振り返り、しっかり力がつくよう指導してい

きたいと思います。苦手なところや間違えやすいところは、早めの復習

が大切です。家庭でも励ましの声をかけてください。

７月の行事予定
日 月 火 水 木 金 土

○１ ２ ３ ４ ５ ６ ⑦

ノーメディアデ 口座振替日 ファミリー読

ー・ファミリー 書（～８日）

読書

⑧ ９ 10 11 12 13 ⑭

ぐんのび週間 交流学習（13 日 貯金日

（～ 15日） まで 1年 1組）
⑮ ⑯ 17 18 19 20 ○21

海の日 人権の花運動

伝達式

地区別児童会

集団下校

14:30
○22 23 24 25 26 27 ○28

非行防止教室 １学期終業式 夏季休業開始

給食終了 13:30 11:40下校
下校

保護者会 14:15~
○29 30 31

お知らせ
＊ ２３日の保護者会では、前半に全体会（通知票の見方や夏休みの過ごし方について）、後半に個別懇談

を行います。個別懇談の順番については、後日お知らせします。

＊ ２４日の終業式では、式服です。白のワイシャツ・ブラウス、紺色のズボン・スカート、足首が隠れる

竹の白のソックス着用です。

学習参観・懇談会 ごくろうさまでした
お忙しい中、多数ご参加していただきありがとうございました。４月に比べて落ち着いて学習に取り組ん

でいる様子をご覧いただくことができたと思います。

懇談会の前半の「親学び講座」では、4 人程度のグループになり、家庭でのお子さまの様子や保護者の方
々の悩みを出し合いました。担任も仲間に入りながら、どのように接していけばよいのかを考えていきまし

た。

後半は、短い時間でしたが、学期末に向けての取組等についてお話しました。

「ぐんのびカード」のがんばりが続いています
６月の「ぐんのび週間」の結果は、以下のとおりです。

家庭学習のやくそく ５つ以上○の人数/学年の人数中

④自主学習に取り組む。 ３７人/４１人
⑤２０分以上学習する。 ３９人/４１人（平均学習時間 ３３．６分間）

５月より平均学習時間が１４分間ふえました。また、自由帳やドリルなどで自由勉強を意欲的に取り組

んでいるお子さんが 5月より多くなりました。学期末も継続してがんばってほしいものです。
なお、「ノーメディアデー」は取り組みにくかったようです。家族みんなで挑戦してみてください。そし

て、テレビを見ない、テレビゲームをしない意義について家庭でも話題にしてくださると、がんばれると

思います。ご協力をお願いします。

たし算・ひき算がはじまりました
算数の学習では、「いくつといくつ」の学習を基に、いよいよ計算が始まりました。子供たちは式を大き

な声で唱えるなど、楽しみながら学習しています。計算の習熟を図るために、計算カードを毎日持ち帰って

いますので、トランプゲームの神経衰弱のように使ったり、唱えたりして活用ください。なお、学校でもカ

ードを使いますので、毎日連絡袋に入れて持たせてください。

また、「小さい皿を３枚、大きい皿を１枚出してくれるかな。全部でお皿は何枚になったかな」など、生

活の中からたし算になるような場面を見つけたり、たし算になるような話を声に出して言ったりすると、た

し算の仕組みや操作・式の意味の確かめができます。

自分の思ったことが書けるのって、楽しいよ
国語科で５０音の学習が終わり、長音（のばす音）や助詞（「は・を」など）の使い方にも次第に慣れて

きました。そして、少しずつ文章で書き表す学習が始まりました。また、成長を楽しみにしている朝顔の観

察カードを書いたり、経験したことを書いたりするなど、国語科以外でも書く機会が増えてきました。

文字を書くことに抵抗がある子供には、次のような点に配慮しながら指導しています。ご家庭でも参考に

なさってください。

①音読をたくさんすることで、目・耳・口を通して、文に慣れさせる。（暗唱できるほどに）

②短くてもよいから文を書く機会を多く設ける。

③自由に書かせるときは、文字の誤りなどには寛容に対応し、視写など書き写すときは正確に書くことを

求める。

④書いた文からどんなことが伝わったのか、感想などを交えながらほめる。

⑤よい文章に目を向ける機会を多く設ける。

１年生のすてきな話
子供たちは、朝顔を間引きしたり、支柱を立てたりして一生懸命世

話をしています。気温が上昇すると水やりも大変です。そんな中、土

曜日、日曜日に水やりをしている子供が数名いました。「お兄ちゃん

が野球をしているから一緒に学校へ来て水やりしたよ」「学校の近く

に来たから、あさがおさんを見に来たよ」など、言っていました。そ

して、自分のだけでなく、みんなの朝顔にもあげてくれたようです。

こんな心の温まる話が、これからもたくさん紹介できるといいです

ね。


